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　石田徹論文は本研究プロジェクトのテーマである「北東アジアの近代的空間」を対馬の
視点から考察したものである。対馬は、辺境の「孤島」であるとともに、近代以降、長ら
く軍事的「最前線」だったイメージが強いが、歴史学者である著者は対馬を「遭遇の場」、
そして、海の視点から、日本海と東シナ海を結ぶ結節点として、対馬の目線から北東アジ
アをとらえる。著者は先行研究を踏まえつつ、近代日本は近代化が進み、さらに対外的拡
張に転じていく過程で対馬が「要塞化」していく歴史的変遷を考察して、戦略的に最前線
として位置づけられた対馬における「開発」は政治的、軍事的戦略からなされた性格が強
かったと論じる。その中でも、日本による韓国「併合」後の、この地域における軍事的緊
張の緩和とともに、釜山が対馬にとって、より近い“都会”として立ち現れたという指摘
は興味深い。つまり、政治的軍事的制限から相対的に自由になっても、対馬は本土から依
然として孤島、僻地というイメージを持たされ、差別的に見られていたということだが、
一方で、島はその「遭遇の場」、「結節点」という本来の姿を取り戻すことになったという
ことである。
　このような歴史的変遷は、通信使をはじめとした対馬の歴史を思い起こさせる。現代の
対馬の人々の「臨海」の各国に対するこの水域における平和への提言は、まさに「コンタ
クト・ゾーン」としての対馬の中に歴史的にはぐくまれた精神が息づいていることを象徴
しているように思われる。対馬を中心に考えることは、結節点としての対馬ならではの独
自の視点を提供したとともに、「地域は見る者が主体的に作り出す世界」（平野健一郎）と
いう北東アジアを考察するための重要な実践でもある（本書 110 頁）。
　趙誠倫論文は、国家中心の歴史観から脱すべく、済州島の人々の立場から、歴史的に形
成した済州の人々のトランスナショナル・アイデンティティについて論じた。そのような
トランスナショナル・アイデンティティの形成過程は、済州の人たちの生活が絶えず政治
権力によって翻弄されてきた歴史でもあった。著者によれば、済州は耽羅国時代に自律的
に運営された政治体制のもとで、積極的に他地域との交流を行っていた歴史を持つ４。し
かし、朝鮮時代の中央集権体制の支配の下に置かれるようになった後、島民たちは 250 年
間もの間に「出陸禁止令」によって縛られていた。日本植民地時代になって、済州の人々
は従属的な地位に置かれ差別的な待遇を受けた一方、生活のために北東アジア各地に自由
に出稼ぎするようになり、なかでも、済州の出稼ぎ労働者たちは大阪を中心に結束力の強
い在日済州人社会を作った。済州の人々はこのように済州島と緊密につながるネットワー
クを作り上げて、「共同運命体」を形成させたのである。戦後の「密航世代」、また、80
年代以降のニューカマーもこのような歴史の延長上で捉えることができる。
　そもそも、国家への帰属意識とは別に、済州の人々の生活感覚からして、ソウルよりも
４　この点について、例えば、金日宇・文素然著、井上治監訳、石田徹・木下順子翻訳『韓国・済
州島と遊牧騎馬文化──モンゴルを抱く済州』明石書店、2015 年、も併せて参照いただきたい。
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大阪港のほうが心理的にはるかに近かった。これは対馬の人々にとっての釜山と同じよ
うに、国境を超えた自然的な感覚であった。その意味では、戦後の済州の人々の日本への
「密航」は、済州の人々の自然な生活感覚が国民国家の線引きによって妨げられたものだ
と理解することができる。著者が用いた「トランスナショナル・アイデンティティ」とい
う言葉は、何よりも人工的に作り上げられた近代国家の論理と排他的にひかれた境界線の
不条理さを暴くものだと言ってよい。
　最後に、宮城晴美論文は、女性の貞操観をキーワードに、近代以来の三回にわたる「風
俗改良」の波の中から、琉球が日本に併合され近代国家建設に組み込まれた過程のなか
で、沖縄女性を襲った「被近代化」の暴力性とそれが沖縄の人々に残した心的外傷を考察
した。
　前近代の琉球に、「士
サムレー
」階級に儒教をベースにした家父長制の「門中制度」があった
が、国家祭祀を担う神女組織や、禁中に女官組織などの公的機関があり、一方の「百姓」
階級に「モウ遊ビ」という自由恋愛の慣習があって、女性は独自のステイタスを占めると
いう独自の文化を形成していた。琉球国の崩壊と沖縄県の誕生に伴う「近代」化は、天
皇制国家への「同化」政策の形を取って行われた。その過程で、沖縄の従来の習俗・文化
が排除され、女性を従属的地位に追いやる「良婦慈母」教育が実施された。それは沖縄に
おける家父長制社会の形成でもあった。著者によれば、明治の同化政策に基づいた「風俗
改良」が公的に進められたのが第一波だったとすれば、「十五年戦争」下で起きた第二の
「風俗改良」の波は、沖縄の人々が本土から受けた差別から脱却するために自ら進めたも
のであった。しかし、「近代」化のなかに盛り込まれていた天皇制国家イデオロギーによ
る「純潔・貞操」思想の観念は女性に対する抑圧の構造を生み出した。戦争末期の「集団
自決」では、女性と子供の犠牲が特に大きかったという悲劇はこのような背景の下で生じ
たということを忘れてはならない。そして、このような心的外傷は戦後なおも続いた。著
者が指摘する「第三の風俗改良」、すなわち、著者を含む敗戦直後に沖縄で生まれた世代
が受けた教育は、戦前に皇民化教育を推進し、戦後の「異民族支配」に反発して「祖国」
復帰を念頭に置いていた教師による教育だった。
　このように、済州、対馬、沖縄、そしてモンゴル地域などの周縁部の地域に注目すれ
ば、「近代」という華々しいストーリーとは裏腹に、「近代」化に伴って排除、抑圧の構
造、いわば「被近代化」の状況が生産されていた。それらがたとえ現在でもまだ十分に清
算されていないことは、上記の三論文の視点の重要さを物語っているのである。そして、
このような視点の延長として、本プロジェクトは本年度、朝鮮半島における植民地支配と
「満州国」というテーマで考察を続けている。
　今年度の新たな研究成果に期待したい。

